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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
 平成27年６月22日に提出いたしました第７期（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。

 

２【訂正事項】
第一部 企業情報

第２ 事業の状況

７ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）経営成績の分析

④ 国内生命保険事業（三井住友海上あいおい生命保険株式会社）

ハ 保有契約年換算保険料

 

３【訂正箇所】
 訂正箇所は下線を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2) 経営成績の分析 

④ 国内生命保険事業（三井住友海上あいおい生命保険株式会社） 

ハ 保有契約年換算保険料 

  （訂正前） 

区分

前事業年度
（平成26年３月31日）

当事業年度
（平成27年３月31日）

金額（億円）
対前年増減(△)率

（％）
金額（億円）

対前年増減(△)率
（％）

個人保険 2,916 5.3 3,123 7.1

個人年金保険 441 3.7 436 △1.3

合計 3,358 5.1 3,559 6.0

（注）１ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

 ２ 年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの保険

料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。

 

個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、収入保障保険の減少などにより、前事業年度に比べ1,910億円

減少し、２兆4,811億円となりました。一方、個人保険・個人年金保険を合計した解約失効契約高は、前事業年度

に比べ39億円増加し、１兆2,730億円となりました。これらの結果、個人保険・個人年金保険を合計した保有契約

高は、前事業年度末に比べ3.7％増加し、21兆8,940億円となりました。 

保有契約年換算保険料は、医療保険などの増加により個人保険が堅調に推移したことから、前事業年度末に比べ

6.0％増加し、3,559億円となりました。 
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  （訂正後） 

区分

前事業年度
（平成26年３月31日）

当事業年度
（平成27年３月31日）

金額（億円）
対前年増減(△)率

（％）
金額（億円）

対前年増減(△)率
（％）

個人保険 2,893 5.3 3,098 7.1

個人年金保険 441 3.7 436 △1.3

合計 3,335 5.0 3,534 6.0

（注）１ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

 ２ 年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの保険

料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。

 

個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、収入保障保険の減少などにより、前事業年度に比べ1,910億円

減少し、２兆4,811億円となりました。一方、個人保険・個人年金保険を合計した解約失効契約高は、前事業年度

に比べ39億円増加し、１兆2,730億円となりました。これらの結果、個人保険・個人年金保険を合計した保有契約

高は、前事業年度末に比べ3.7％増加し、21兆8,940億円となりました。 

保有契約年換算保険料は、医療保険などの増加により個人保険が堅調に推移したことから、前事業年度末に比べ

6.0％増加し、3,534億円となりました。 
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